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加
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べ
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ざ
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意
味
と
解
説 

 

吉
田
分
の
千
石
を
は
じ
め
と
す
る
五
千
五

百
十
石
と
、
こ
の
他
市
原
分
（
現
在
の
永
源
寺

周
辺
）
を
あ
わ
せ
、
す
べ
て
領
地
と
し
て
（
蒲

生
氏
に
対
し
て
）
支
配
し
な
さ
い
。 

 

宛
先
の
蒲
生
（
が
も
う
）
は
、
近
江
国
蒲
生
郡
の

日
野
城
主
の
蒲
生
賢
秀
・
氏
郷
親
子
で
す
。
永

禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
に
信
長
が
近
江
に
侵

攻
し
た
際
に
、
蒲
生
氏
は
そ
の
下
に
降
り
て
従

軍
し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と
を
受
け
て
信
長

は
、
二
年
後
の
こ
の
年
（
元
亀
元
年
・
一
五
七

〇
）
領
地
を
与
え
た
も
の
で
す
。 

 

な
お
、
忠
三
郎
（
氏
郷
）
は
永
禄
一
二
年
に

信
長
の
娘
と
婚
姻
を
結
び
信
長
の
婿
に
な
っ

て
お
り
、
両
者
は
極
め
て
親
密
な
関
係
で
し

た
。 

 
 


